
▲未来の江東区づくりに向け、長期計画（後期）がスタート！（写真は、花見でにぎわう木場公園）

［2面］江東区行財政改革計画(後期)を策定 ［3面］江東区議会議員選挙・江東区長選挙
［4面］国民健康保険料を改定 ［5面］狂犬病予防注射 ［7面］特別区立幼稚園教員採用候補者の募集

今号の
主な内容

NO.1846

4 1

平成27年(2015年)

区は、区政を取り巻く環境の変化や区民ニ

ーズに対応するため、「江東区長期計画(後

期)」を策定しました。7つの重点プロジェク

トや、施策ごとに取り組みの成果を把握する

ための「指標」を設定し、計画の最終年度であ

る平成31年度の目標値を掲げています。

50万人都市・江東として魅力あふれるまち

の実現に向け、計画の着実な実行に取り組み

ます。(詳細は2面)

▢問 企画課企画担当☎3647-9168

江
東
区
は
︑
基
本
構
想
に
定
め
る

区
の
将
来
像
﹁
み
ん
な
で
つ
く
る
伝

統
︑
未
来

水
彩
都
市
・
江
東
﹂
を

具
体
化
さ
せ
る
た
め
︑
平
成

年
�

22

月
に
江
東
区
長
期
計
画
を
策
定
し
︑

区
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
︑
す
べ
て

の
人
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

の
実
現
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
︒

長
期
計
画
の
折
り
返
し
地
点
を
迎

え
︑
こ
の
�

年
間
を
振
り
返
る
と
東

日
本
大
震
災
の
発
生
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

決
定
︑
南
部
地
域
を
中
心
と
す
る
人

口
増
加
な
ど
︑
区
民
生
活
や
区
政
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
︑

そ
れ
に
と
も
な
い
新
た
な
課
題
も
生

ま
れ
て
い
ま
す
︒

長
期
計
画
策
定
時
に
は
想
定
し
得

な
か
っ
た
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や

多
様
化
す
る
区
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
︑
こ
の
た
び
﹁
江
東
区
長
期

計
画
︵
後
期
︶
﹂
を
策
定
い
た
し
ま

し
た
︒

長
期
計
画
︵
後
期
︶
で
は
︑
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
極
め
て
大
き
な
影
響

を
お
よ
ぼ
す
﹁
重
要
課
題
﹂
と
し
て

﹁
築
地
市
場
の
豊
洲
移
転
整
備
﹂
と

﹁
中
央
防
波
堤
埋
立
地
の
帰
属
﹂
の

�

項
目
を
︑
特
に
重
点
的
に
取
り
組

む
べ
き
﹁
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
と

し
て
�

項
目
を
掲
げ
︑
着
実
な
実
施

に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
︒

ま
た
︑
保
育
待
機
児
童
の
解
消
や

学
校
収
容
対
策
を
は
じ
め
︑
高
齢
者

・
障
害
者
福
祉
の
推
進
︑
観
光
・
ま

ち
づ
く
り
︑
環
境
対
策
︑
教
育
な
ど
︑

多
様
な
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
︑

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
︒

�

�

�

�

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
は
︑
江

東
区
を
世
界
に
誇
れ
る
ま
ち
に
す
る

と
と
も
に
︑
未
来
の
こ
ど
も
た
ち
へ

美
し
い
ま
ち
を
残
す
た
め
の
絶
好
の

機
会
と
考
え
て
い
ま
す
︒
平
成

年
28

に
は
豊
洲
に
新
市
場
が
開
設
す
る
予

定
で
あ
り
︑
江
東
区
は
よ
り
一
層
魅

力
的
な
ま
ち
へ
と
成
長
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
︒

ま
ち
の
活
力
と
言
え
る
人
口
は
︑

万
人
を
突
破
す
る
勢
い
で
増
加
し

50て
い
ま
す
︒

万
人
都
市
・
江
東
と

50

し
て
︑
区
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
区

の
さ
ら
な
る
発
展
と
基
本
構
想
が
目

指
す
未
来
の
江
東
区
づ
く
り
に
向
け
︑

意
欲
・
ス
ピ
ー
ド
・
思
い
や
り
を
持

っ
て
着
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
︑
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
︒

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

・会場周辺路線の無電柱化、開催に向けた環境整備の推進

・江東区東京オリンピック・パラリンピック基金の創設 など

【新規】南部地域における公共施設の整備

・人口増や区民ニーズに対応するため、必要となる公共施設の選定

や効率的・効果的な整備手法、用地の確保の検討 など

緑化・温暖化対策の推進

・校庭の芝生化、屋上緑化

・再生可能エネルギー設備の導入

・木材利用の推進 など

子育て・教育環境の整備

・認可保育所の整備による、実質的待機児童の解消

・人口増に対応するため小中学校を整備 など

高齢者・障害者関連施設の整備

・特別養護老人ホームや認知症高齢者グループホーム等の整備

・障害者多機能型入所施設の整備 など

南北交通の利便性の向上

・地下鉄8号線(有楽町線)の延伸(豊洲−住吉間)の実現

・延伸費用に充てるための基金の積み立て など

【新規】災害に強いまちづくりの推進

・江東区中央防災倉庫等区内防災施設の整備・改修

・木造住宅密集地域における不燃化の取り組み など

【新規】オリンピック・パラリンピック開催への準備

長期計画(後期)の概要版配布
概要版・リーフレットを、こうとう情

報ステーション(区役所2階)と各出張

所・図書館で無料配布します。全文は、

こうとう情報ステーションで頒布(1,200

円)するほか、各図書館、こうとう情報ス

テーション、区ホームページでも閲覧で

きます。ぜひご覧ください。

▢問 企画課企画担当☎3647-9168

江東区長
山﨑 孝明

4/10(金)〜
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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

�
．
協
働

区
民
満
足
の
向
上
と
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
︑
市
民
団
体
や
事
業

者
と
区
が
と
も
に
地
域
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
﹁
協
働
﹂
を
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
︒

�
．
地
方
分
権

区
民
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か

ら
︑
国
や
都
か
ら
区
へ
の
権
限
と
財

源
の
委
譲
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
︑
引
き
続
き
地

方
分
権
改
革
の
推
進
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
︒

�
．
行
財
政
改
革

﹇
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
﹈

引
き
続
き
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

活
用
を
図
る
と
と
も
に
︑
客
観
的
な

視
点
に
立
っ
た
評
価
を
施
策
に
反
映

さ
せ
る
た
め
︑
外
部
評
価
を
実
施
し

ま
す
︒

﹇
職
員
体
制
の
改
革
﹈

限
ら
れ
た
人
材
の
中
で
︑
執
行
体

制
の
見
直
し
を
図
り
柔
軟
な
人
員
配

置
を
行
い
ま
す
︒

﹇
組
織
・
機
構
改
革
﹈

時
代
の
要
請
に
沿
っ
た
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
組
織
体
制
の
整
備
に
努

め
ま
す
︒

﹇
事
業
運
営
手
法
の
改
革
﹈

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
基
本
方
針
に

基
づ
き
︑
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

や
︑
施
設
の
民
営
化
な
ど
積
極
的
に

事
業
運
営
手
法
の
改
革
を
図
っ
て
き

ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
の
検

証
を
行
い
つ
つ
︑
さ
ら
な
る
創
意
工

夫
を
凝
ら
す
こ
と
で
事
務
事
業
の
見

直
し
を
図
り
︑
よ
り
簡
素
で
効
率
的

な
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
︒

﹇
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
﹈

広
告
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
確
保

策
を
積
極
的
に
検
討
し
ま
す
︒

﹇
区
有
財
産
の
有
効
活
用
﹈

施
設
の
用
途
廃
止
等
に
伴
う
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
︑
区
民
要
望
に
十

分
配
慮
し
た
う
え
で
︑
全
区
的
立
場

か
ら
必
要
な
公
共
・
公
益
施
設
の
確

保
を
図
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す
︒

�
．
施
設
整
備
・
改
修
計
画

財
政
状
況
を
十
分
勘
案
の
う
え
︑

近
年
の
人
口
増
加
に
対
応
す
る
新
た

な
施
設
の
整
備
や
︑
老
朽
化
し
た
既

存
施
設
の
改
修
等
を
適
切
に
実
施
し

て
い
き
ま
す
︒

﹇
分
野
別
計
画
﹈

区
の
施
策
を
�

つ
の
大
綱
︑

の
34

施
策
に
分
け
︵
表
�

︶
︑
施
策
ご
と

に
﹁
現
状
と
課
題
﹂
︑
﹁
目
指
す
区
の

姿
﹂
︑
﹁
指
標
﹂
︵
表
�

︶
︑
﹁
取
り
組

み
﹂
を
定
め
ま
し
た
︒

﹇
主
要
事
業
﹈

各
施
策
に
お
い
て
︑
﹁
保
育
園
の

整
備
﹂
や
﹁
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
整
備
﹂
な
ど
︑
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
主
要
事
業
を

事
67

業
選
定
し
︑
平
成

年
度
ま
で
の
予

31

定
と
事
業
費
を
示
し
て
い
ま
す
︒

平
成

年

月
に
行
っ
た
長
期
計

26

10

画
︵
後
期
︶
分
野
別
計
画
�

原
案
�

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
ご
意
見

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
�

�

�

人
の
方
か
ら
�

�

�

件
の
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︵
下
表
︶
︒

意
見
と
区
の
考
え
方
︵
抜
粋
︶

○
公
園
の
整
備
に
よ
り
花
と
緑
を
増

や
し
て
ほ
し
い
︒

﹇
区
の
考
え
方
﹈

花
や
緑
に
つ
き
ま
し
て
は
︑
公
園

を
新
設
・
改
修
す
る
中
で
︑
そ
の
公

園
の
大
き
さ
や
形
状
︑
周
辺
環
境
︑

地
元
調
整
等
を
考
慮
し
た
上
で
配
置

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
︒

○
認
可
保
育
園
で
も
︑
幼
稚
園
の
よ

う
な
教
育
を
行
う
施
設
を
増
や
し

て
ほ
し
い
︒

﹇
区
の
考
え
方
﹈

年
	

月
よ
り
開
始
す
る
︑
子
ど

27
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て

も
︑
質
の
高
い
幼
児
期
の
教
育
・
保

育
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
︑
今
後
は
︑
区
立
保
育
園
に
お
い

て
も
積
極
的
に
教
育
活
動
を
取
り
入

れ
︑
幼
児
教
育
を
充
実
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
︒

○
地
下
鉄



号
線
︵
豊
洲
～
住
吉
間
︶

の
早
期
事
業
化
を
望
む
︒

﹇
区
の
考
え
方
﹈

区
で
は
︑
地
下
鉄



号
線
の
延
伸

を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置
づ
け

推
進
し
て
い
ま
す
︒
都
も
﹁
整
備
効

果
の
高
い
路
線
﹂
と
し
て
お
り
︑
今
後

も
早
期
整
備
に
向
け
︑
関
係
機
関
と

協
議
調
整
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
︒

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

�
．
計
画
の
目
的

長
期
計
画
を
着
実
に
推
進
し
︑
未

来
の
江
東
区
づ
く
り
に
向
け
た
堅
固

な
財
政
基
盤
を
築
き
ま
す
︒

・
透
明
︑
公
正
な
行
財
政
運
営
の
実

現
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
と
組
織
体

制
の
確
立
︑
人
材
の
育
成

・
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立

�
．
計
画
の
位
置
づ
け

長
期
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
財

政
運
営
や
︑
組
織
・
職
員
体
制
な
ど

施
策
の
実
行
力
を
保
証
す
る
た
め
の
︑

区
政
運
営
管
理
の
取
り
組
み
で
す
︒

長期計画(後期)分野別計画〈原案〉パブ

リックコメントに寄せられた意見と区の

考え方・行財政改革計画(後期)の全文は、

各図書館、こうとう情報ステーション(区

役所2階)、区ホームページで閲覧できま

す。ぜひご覧ください。

▢問 企画課企画担当☎3647-9168

区ホームページ等で全文を公開

計
画
人
口

計
画
人
口

長
期
計
画
︵
後
期
︶
で
は
直
近
の

人
口
に
基
づ
き
計
画
人
口
を
見
直
し

ま
し
た
︒
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
31

年
の
人
口
は
︑
お
お
む
ね

万
人
と

52

推
計
し
ま
し
た
︒

財
政
計
画

財
政
計
画

長
期
計
画
︵
後
期
︶
の
視
点

長
期
計
画
︵
後
期
︶
の
視
点

本
区
の
人
口
増
加
や
主
要
経
済
指

標
等
に
基
づ
き
︑
後
期
�

か
年
で
見

込
ま
れ
る
歳
入
・
歳
出
全
体
の
財
政

規
模
を
的
確
に
推
計
し
ま
し
た
︒

表1 施策の体系

2 身近な緑の育成

3 自律的な区政基盤の確立

1 水辺と緑のネットワークづくり

Ⅰ．水と緑豊かな地
球環境にやさし
いまち

施策大綱

1 区民の参画・協働と開かれた区政の実現

計画の実現に向けて 2 スリムで区民ニーズに的確に対応した行財政運営

32 災害に強い都市の形成

33 地域防災力の強化

34 事故や犯罪のないまちづくり

28 計画的なまちづくりの推進

Ⅴ．住みよさを実感
できる世界に誇
れるまち

29 住みよい住宅・住環境の形成

30 ユニバーサルデザインのまちづくり

31 便利で快適な道路・交通網の整備

25 総合的な福祉の推進

26 地域で支える福祉の充実

27 自立と社会参加の促進

22 健康づくりの推進

Ⅳ．ともに支えあい、
健康に生き生き
と暮らせるまち

23 感染症対策と生活環境衛生の確保

24 保健・医療施策の充実

19 男女共同参画社会の実現

20 文化の彩り豊かな地域づくり

21 地域資源を活用した観光振興

16 安心できる消費者生活の実現

17 コミュニティの活性化

18 地域で参加・還元できる生涯学習・スポーツの推進

12 健全で安全な社会環境づくり

13 地域の人材を活用した青少年の健全育成

14 区内中小企業の育成

Ⅲ．区民の力で築く
元気に輝くまち

15 環境変化に対応した商店街振興

9 安心して通える楽しい学校(園)づくりの推進

10 地域や教育関係機関との連携による教育力の向上

11 地域ぐるみの子育て家庭への支援

6 保育サービスの充実

Ⅱ．未来を担うこど
もを育むまち

7 子育て家庭への支援

8 確かな学力・豊かな人間性・健やかな体の育成

3 地域からの環境保全

4 循環型社会の形成

5 低炭素社会への転換

不燃領域率70％以下の町丁目数

表2 施策実現に関する指標の一部

53.9％
環境に配慮した行動に取り組む区民の
割合

16.2％
江東区政が区民に対して開かれていな
いと思う区民の割合

82.3％水辺と緑に豊かさを感じる区民の割合

現状値
(26年度)

単位施策実現に関する指標

6034.1％
ユニバーサルデザインの理念を理解し
ている区民の割合

0
16

(23年度)

0

60

85

目標値
(31年度)

―

町会・自治会・ＮＰＯ・ボランティアな
どコミュニティ活動に参加する区民の
割合

2,000
1,442
(25年度)

千人
江東区内の主要な観光・文化施設への
来場者数

7569.4％自分は健康だと思う区民の割合

2,811
2,575
(25年度)

人入所・居住型の介護施設の定員数

―

全国学力調査で全国平均を100としたと
きの区の数値(上段：小学校、下段：中学
校)

46
(30年度)

26校
放課後子どもプランを実施している小
学校数

4536.7％
魅力ある商店街が身近にあると思う区
民の割合

2621.9％

12272園延長保育を実施している保育園の数

109
104

106.9
102.4

その他長期計画以外に対する意見

パブリックコメントに寄せられた意見

37Ⅱ．未来を担うこどもを育むまち

277合計

39Ⅰ．水と緑豊かな地球環境にやさしいまち
長
期
計
画
の
個
別

施
策
に
対
す
る
意
見

件数分類

3長期計画全体に対する意見

21

34Ⅳ．ともに支えあい、健康に生き生きと暮らせるまち

117Ⅴ．住みよさを実感できる世界に誇れるまち

3計画の実現に向けて

23Ⅲ．区民の力で築く元気に輝くまち
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

［区内共通商品券の使用はお早めに］江東区内共通商品券の使い残しはありませんか。まだ、お手元にある方は、早めにご使用ください。

▢問江東区商店街振興組合連合会☎3645-1231、経済課商業振興係☎3647-9502

平
成

年
第
�

回
区
議
会
定
例
会

27

が
︑
�

月

日
か
ら
�

月

日
ま
で

19

17

︵
会
期

日
間
︶
開
か
れ
ま
し
た
︒

27

今
回
の
定
例
会
で
は
︑
﹁
平
成
27

年
度
江
東
区
一
般
会
計
予
算
﹂
な
ど

議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
︑
そ
れ

43ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
︒

な
お
︑
可
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
︒

○
予
算
案
件
︵
�

件
︶

﹁
平
成

年
度
江
東
区
一
般
会
計

27

予
算
﹂
な
ど

○
条
例
案
件
︵

件
︶

26

﹁
江
東
区
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
基
金
条
例
﹂
な

ど
○
契
約
案
件
︵
�

件
︶

﹁
江
東
区
立
北
砂
小
学
校
校
舎
増

築
そ
の
他
改
修
工
事
請
負
契
約
﹂

な
ど

○
意
見
書
︵
�

件
︶

﹁
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
等
を
求
め

る
意
見
書
﹂
な
ど

※
区
議
会
で
は
︑
本
会
議
等
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
(
生
中
継
・
録

画
中
継
)
を
配
信
し
て
い
ま
す
︒

ぜ
ひ
︑
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
区
議
会
事
務
局
調
査
係

☎

(
�

�

�

�

)
�



�

�

第
�
回
区
議
会
定
例
会
終
わ
る

平
成

年
度
各
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

27

支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
︑
子

育
て
支
援
策
の
連
携
を
強
化
す
る
た

め
︑
こ
ど
も
家
庭
支
援
係
を
新
設
し

ま
す
︒

▢問
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支

援
係
︵
区
役
所
�

階

番
︶

15

☎

(
�

�

�

�

)
�

�

�

�

﹇
土
木
部
﹈

道
路
関
連
施
設
の
保
全
業
務
を
行

う
部
署
の
名
称
を
︑
道
路
事
務
所
か

ら
道
路
保
全
係
に
変
更
し
ま
す
︒

▢問
施
設
保
全
課
道
路
保
全
係
︵
道

路
事
務
所
内
︶

☎

(
�

�

�

�

)


�

�

�

﹇
教
育
委
員
会
事
務
局
﹈

庶
務
課
に
︑
総
合
教
育
会
議
や
教

育
施
策
に
関
す
る
﹁
大
綱
﹂
な
ど
︑

教
育
政
策
を
総
合
的
に
取
り
扱
う
︑

教
育
政
策
調
整
係
を
新
設
し
ま
す
︒

▢問
庶
務
課
教
育
政
策
調
整
係
︵
区

役
所
�

階
�

番
︶

☎

︵
�

�

�

�

︶
�



�

�

○
城
東
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

☎

(
�

�

�

�

)
�

�



�

障
害
者
支
援
課
愛
の
手
帳
相
談
係

︵
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階

番
︶

16

☎

(
�

�

�

�

)
�

�



�

障
害
者
支
援
課
在
宅
生
活
相
談
係

︵
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階

番
︶

13

☎

(
�

�

�

�

)
�

�

�

�

障
害
者
支
援
課
施
策
推
進
係

︵
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階

番
︶

17

☎

(
�

�

�

�

)
�

�

�

�

﹇
こ
ど
も
未
来
部
﹈

子
育
て
支
援
課
に
︑
子
ど
も
家
庭

の
施
行
に
向
け
︑
施
策
推
進
係
を
新

設
し
ま
す
︒

▢問
障
害
者
支
援
課
身
体
障
害
相
談

係
︵
区
役
所
隣
防
災
セ
ン
タ
ー
�

階

番
︶

15○
深
川
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

☎

(
�

�

�

�

)
�

�



�

�

月
か
ら
区
の
組
織
を
一
部
変
更

し
ま
す
︒
変
更
さ
れ
る
部
署
は
次
の

と
お
り
で
す
︒

﹇
福
祉
部
﹈

障
害
者
支
援
課
の
係
の
統
合
と
名

称
の
変
更
を
行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
平

成

年
�

月
の
障
害
者
差
別
解
消
法

28

区
で
は
︑
定
期
︵
法
定
︶
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

対
象
者
に
は
︑
個
別
に
郵
送
で
予

診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
︒
接
種

時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
お
子
さ
ん
の

体
調
の
良
い
と
き
に
母
子
手
帳
を
持

参
し
て
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
︒

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
各
予
防

接
種
時
期
等
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
︒

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種
未
接

種
者
は
母
子
手
帳
で
確
認
を

日
本
脳
炎
は
︑
接
種
の
ご
案
内
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
期
間
が
あ
り
︑

平
成
�

年
�

月
�

日
～
平
成

年
�

19

月
�

日
生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
︑

予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
を
逃
し
て

い
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
︑
�

か
月

～

歳
未
満
の
間
︑
未
接
種
分
を
受

20
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
母
子
手
帳

で
接
種
歴
を
確
認
し
︑
合
計
�

回
の

接
種
を
終
え
て
い
な
い
方
は
︑
指
定

医
療
機
関
で
予
診
票
を
受
け
取
り
︑

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
︒

歳
以

13

上
の
方
は
同
意
書
︵
区
ホ
ー
ム
ペ
ー

▢問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎

(
�

�

�

�

)
�

�

�

�

�

月

日
︵
日
︶
に
投
票
︑
翌

26

27

日
︵
月
︶
に
開
票
が
行
わ
れ
ま
す
︒

区
議
会
議
員
の
定
数
は
︑

人
で
す
︒

44

入
場
整
理
券
の
配
付

�

月

日
︵
木
︶
ご
ろ
か
ら
︑
各

16

人
の
も
の
を
世
帯
ご
と
に
封
書
で
発

送
し
ま
す
の
で
︑
投
票
所
へ
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
︒
入
場
整
理
券
が
届

か
な
い
場
合
や
︑
破
損
・
紛
失
に
よ

り
投
票
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
︑

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
※
詳
細
は
︑

入
場
整
理
券
に
同
封
の
﹁
選
挙
の
お

知
ら
せ
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

選
挙
公
報
の
配
布

候
補
者
の
公
約
︑
経
歴
な
ど
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
�

月

日
︵
金
︶

24

ご
ろ
ま
で
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
︒

区
施
設
や
区
内
の
駅
な
ど
に
も
﹁
選

挙
公
報
用
ポ
ス
ト
﹂
を
設
置
し
ま
す
︒

ま
た
︑
�

月

日
︵
月
︶
ご
ろ
か
ら

20

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
︒

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
︑
仕
事
や
旅
行
な

ど
の
用
事
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

方
は
︑
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
︒

﹇
期
日
前
投
票
の
手
続
き
﹈

入
場
整
理
券
︵
裏
面
︶
に
あ
る
﹁
宣

誓
書
﹂
を
記
入
の
う
え
必
ず
本
人
が

期
日
前
投
票
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

﹇
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所
﹈

別
表
�

の
と
お
り

不
在
者
投
票

﹇
江
東
区
外
で
の
不
在
者
投
票
﹈

区
外
に
滞
在
中
の
方
は
︑
あ
ら
か

じ
め
郵
便
な
ど
で
投
票
用
紙
等
を
請

求
し
︑
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
投
票
で
き
ま
す
︒
手
続
き
に
日
数

が
か
か
る
た
め
告
示
日
前
か
ら
早
め

に
ご
請
求
く
だ
さ
い
︒

﹇
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
﹈

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で
一

嘱
さ
れ
た
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
が
︑

駅
や
商
店
街
︑
大
型
店
舗
の
周
辺
な

ど
で
︑
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
す
︒

定
の
要
件
に
該
当
す

る
方
︑
ま
た
は
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
で
区
分
が

﹁
要
介
護


﹂
の
方

は
︑
自
宅
な
ど
で
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
︒

投
票
所
・
投
票
場

所
の
変
更

改
修
工
事
等
の
た

め
︑
投
票
所
�

か
所

と
投
票
場
所
�

か
所

に
変
更
が
あ
り
ま
す

︵
別
表
�

・
�

︶
︒
該

当
区
域
に
お
住
ま
い

の
方
は
︑
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
︒

投
票
参
加
の
呼
び

か
け区

民
の
中
か
ら
委

間
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
︒

ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種
期
間︵
無
料
︶

小
学
�
年
生
の
年
度
末
ま
で

区
で
は
︑
�

歳
を
過
ぎ
て
か
ら
小

学
校
�

年
生
の
年
度
末
ま
で
︑
任
意

接
種
期
間
︵
無
料
︶
を
設
け
て
い
ま

す
︒
事
情
に
よ
り
法
定
接
種
期
間
内

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
児
童
は
︑
母

子
手
帳
を
持
参
し
︑
江
東
区
指
定
医

療
機
関
で
�

回
接
種
し
て
く
だ
さ
い
︒

な
お
︑
任
意
の
予
防
接
種
は
予
防

接
種
法
に
基
づ
か
な
い
接
種
と
な
る

た
め
︑
万
一
健
康
被
害
が
発
生
し
た

場
合
︑
予
防
接
種
法
の
救
済
の
対
象

に
な
ら
ず
︑
区
が
加
入
す
る
賠
償
保

険
等
に
よ
る
救
済
対
象
と
な
り
ま
す
︒

▢問
保
健
所
保
健
予
防
課
保
健
係

☎

(
�

�

�

�

)


�

�

�

ジ
か
ら
入
手
可
︶
が
あ
れ
ば
保
護
者

の
同
伴
は
不
要
で
す
︒

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

は
︑
法
定
期
間
内
に
接
種
を

麻
し
ん
は
︑
感
染
力
が
非
常
に
強

く
特
効
薬
も
な
い
た
め
︑
か
か
る
と

重
症
化
し
や
す
い
病
気
で
す
︒

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
︵
Ｍ
Ｒ
︶
ワ

ク
チ
ン
は
︑
�

期
︵
�

歳
に
な
っ
て

か
ら
�

歳
に
な
る
ま
で
の
�

年
間
︶

と
�

期
︵
小
学
校
就
学
前
の
�

月
か

ら
�

月
ま
で
の
�

年
間
︶
で
�

回
接

種
し
ま
す
︒
そ
れ
ぞ
れ
法
定
接
種
期

間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
︑
期

砂町区民館(砂町出張所3階)
(北砂4-7-3)

森下文化センター2階工匠壱番館
(森下3-12-17)

4／20(月)
〜
25(土)

8：30〜
20：00

南砂区民館(南砂出張所4階)
(南砂6-8-3)

期間

江東区役所2階区民ホール

別表1 期日前投票所

場所

総合区民センター 6階第2研修室
(大島4-5-1)

富岡区民館(富岡出張所3階)
(富岡1-16-12)

豊洲区民館(豊洲出張所2階)
(豊洲5-5-1豊洲シエルタワー内)

小松橋区民館(小松橋出張所4階)
(扇橋2-1-5)

亀戸文化センター 5階第1・2研修
室
(亀戸2-19-1カメリアプラザ)

別表3 投票場所変更

�階スタジオサンピット
(ヤマダ電機横)

サンストリート亀戸亀戸6丁目

新投票場所投票所対象区域

別表2 投票所変更

北砂小学校

YMCAキャナル
コート保育園

深川第四中学校扇橋小学校
扇橋1・2丁目
石島
千石1丁目

旧投票所新投票所対象区域

グランチャ東雲東雲1丁目9〜10番

スポーツ会館

北砂1丁目
北砂2丁目15番11〜22号
北砂2丁目16〜18番
南砂1丁目5番

相談第三係

障害者支援課 組織改正

在宅生活相談係相談第四係

施策推進係
(新設)

施策推進
担当

身体障害相談係
(統合)

⇨

相談第一係

相談第二係

(改正後)(改正前)

愛の手帳相談係

明るい選挙キャ
ラクター選挙の
めいすいくん

みんなの一票
大切に
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日
と
も
同
一
内
容
︶

▢師
石
井
匡
志

︵
樹
木
医
︶
︑
岩
﨑

寛
︵
千
葉
大
学
大

学
院
准
教
授
︶
︑
江
東
エ
コ
リ
ー
ダ

ー
の
会

﹇
注
意
﹈
○
共
同
住
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
等

に
植
栽
を
設
置
す
る
場
合
︑
管
理
組

合
等
の
承
諾
が
必
要
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
︒
事
前
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
○
設
置
に
あ
た
っ
て
は
︑
落
下

や
飛
散
の
防
止
︑
避
難
路
の
確
保
等

の
安
全
対
策
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
○

土
は
ご
み
と
し
て
廃
棄
で
き
ま
せ
ん
︒

継
続
し
て
栽
培
す
る
等
責
任
を
持
っ

て
始
め
て
く
だ
さ
い
○
参
加
さ
れ
た

方
の
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
生
育
状

況
な
ど
を
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
紹
介
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

▢申
�

月
�

日
︵
日
︶
午
前
�

時
か

ら
え
こ
っ
く
る
江
東
へ
電
話
ま
た
は

窓
口
で

☎

(
	




�

�

)
�



	

�

本
講
習
会
を
受
講
済
み
の
方
向
け

と
初
め
て
受
講
す
る
方
向
け
に
︑
分

け
て
実
施
し
ま
す
︒
参
加
者
に
は
ゴ

ー
ヤ
苗
を


人
�

株
︑
無
料
で
配
付

し
ま
す
︒
ま
た
︑
�

月
に
み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
す
る

予
定
で
す
︒

▢時
①
�

月

日
︵
水
・
祝
︶
②
�

29

月
	

日
︵
日
・
祝
︶
③
�

月
�

日
︵
土
︶

※
い
ず
れ
も
午
前

時
～
正
午
︵
受

11

講
済
み
の
方
対
象
︶
︑
午
後


時
～

�

時
︵
初
め
て
の
方
対
象
︶

▢場
①

え
こ
っ
く
る
江
東
研
修
室
︵
潮
見


︱

︱

�

︶
②
江
東
区
文
化
セ
ン
タ

29
ー
大
研
修
室
︵
東
陽
�
︱

︱

	

︶

11

③
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
第
�

会
議
室

︵
大
島
�
︱

�
︱



︶

▢人
小
学
生
以
上
︵
小
学
生
は
保
護

者
同
伴
︶
の
方
︑
受
講
済
み
の
方
各

人
・
初
め
て
の
方
各

人
︵
申
込

20

30

順
︑
事
業
所
の
申
込
可
︶

▢費
無
料

▢内
栽
培
や
設
置
方
法
の
講
習
︵
	

土
・
日
曜
︑
祝
日
に
も
保
険
料
の
徴

収
に
伺
い
ま
す
︵
嘱
託
員
は
︑
身
分

証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
︶
︒

外
出
が
困
難
な
方
等
で
訪
問
を
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
︑
介
護
保
険
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒
ま
た
︑
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
に
よ
る
未
納

の
お
知
ら
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
資
格
保
険
料
係

☎

(
	




�

�

)
�

�

�

	

保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
な

方
は
ご
相
談
を

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
︑
そ

の
期
間
に
応
じ
て
︑
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
際
に
︑
利
用
者
負
担
が

	

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の
措

置
が
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

保
険
料
を
分
割
し
て
お
支
払
い
い

た
だ
く
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
︑

ご
相
談
く
だ
さ
い
︒

徴
収
嘱
託
員
の
訪
問
・
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

徴
収
嘱
託
員
が
保
険
料
未
納
世
帯

を
直
接
訪
問
し
ま
す
︒
平
日
の
ほ
か
︑

職
場
の
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除

い
て
︑
江
東
区
に
住
ん
で
い
る
方
は

原
則
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

次
に
該
当
す
る
方
は
︑
国
民
健
康

保
険
の
加
入
対
象
と
な
り
ま
す
︒

○
事
業
所
を
退
職
し
た
後
︑
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方

○
他
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
と
な

っ
て
い
な
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・

ア
ル
バ
イ
ト
の
方
で
︑
そ
の
会
社

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

方
○
個
人
経
営
の
事
業
主
と
そ
こ
に
お

勤
め
の
方
で
︑
他
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
方

※
社
会
保
険
強
制
適
用
事
業
所
︵
株

式
会
社
・
有
限
会
社
・
財
団
法
人
等
︶

に
お
勤
め
の
方
は
︑
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
︒

就
職
や
扶
養
認
定
で
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
は
︑
国
民
健

康
保
険
を
や
め
る
届
出
が
必
要
で
す
︒

お
勤
め
先
の
会
社
が
届
出
を
代
行
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

加
入
・
喪
失
の
届
出
は
︑

日
以

14

内
に
し
て
く
だ
さ
い
︒
届
出
が
遅
れ

る
と
︑
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
り
︑
誤

っ
て
使
っ
て
し
ま
っ
た
分
の
医
療
費

を
返
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま

す
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
資
格
相
談
係

☎

(
	




�

�

)
	






�

℻
(
	




�

�

)
�

�

�

	

国
民
健
康
保
険
料
は
︑
基
礎
賦
課

分
︵
医
療
分
︶
︑
後
期
高
齢
者
支
援

金
等
分
︵
支
援
金
分
︶
を
︑

歳
～

40

64

歳
の
方
は
さ
ら
に
介
護
納
付
金
分

︵
介
護
分
︶
を
合
わ
せ
て
算
出
し
ま
す
︒

そ
れ
ぞ
れ
の
平
成

年
度
の
保
険

27

料
率
等
が
︑
下
表
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
し
た
︒

な
お
︑
納
付
方
法
は
普
通
徴
収
と

特
別
徴
収
の
�

種
類
で
す
︒

﹇
普
通
徴
収
﹈
年
間
保
険
料
額
を
︑



月
期
～
平
成

年
	

月
期
ま
で
の

28

10

回
に
割
り
振
り
︑
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
等
で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

﹇
特
別
徴
収
﹈
年
金
か
ら
保
険
料
を
差

し
引
く
納
付
方
法
で
す
︒
�

・



・

�

月
に
仮
徴
収
︵
※
︶
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
い
た
後
︑

月
か
ら
本
徴

10

収
が
始
ま
り
ま
す
︒
本
徴
収
は
年
間

保
険
料
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
除
い
た

残
額
を
︑

・

・
�

月
に
割
り
振

10

12

り
ま
す
︒

※
現
在
す
で
に
特
別
徴
収
の
方
は
︑

平
成

年
�

月
に
年
金
か
ら
納
め
た

27

額
と
同
額
を
仮
徴
収
と
し
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
︒

平
成

年
�

月
以
降
に

歳
に
な

26

65

っ
た
方
や
転
入
し
た
方
等
で
新
た
に

対
象
と
な
る
方
は
︑
平
成

年
度
の

26

基
礎
賦
課
分
と
後
期
高
齢
者
支
援
金

付
方
法
は
�

つ
あ
り
ま
す
が
︑
納
め

方
を
本
人
の
希
望
に
よ
り
選
ぶ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
︒

﹇
特
別
徴
収
﹈

年
金
差
し
引
き
で
納
め
て
い
た
だ

く
方
法
で
︑
老
齢
・
退
職
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
等
を
年
額

万
円
以
上

18

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
︑
こ
ち
ら
の

方
法
に
な
り
ま
す
︒

﹇
普
通
徴
収
﹈

歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
方
︑
他

65
の
区
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
等
︑

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
方
が
︑

特
別
徴
収
の
準
備
が
整
う
ま
で
の
間
︑

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
く
方
法
で
す
︒

の
区
民
税
の
情
報
を
も
と
に
仮
計
算

し
た
も
の
で
す
︒
平
成

年
度
の
区

27

民
税
が
決
ま
る



月
に
改
め
て
再
計

算
を
行
い
︑



月
中
旬
に

歳
以
上

65

の
被
保
険
者
全
員
に
﹁
平
成

年
度

27

介
護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
﹂
を
お

送
り
し
ま
す
︒

保
険
料
の
支
払
い
方
法

介
護
保
険
は
︑
皆
さ
ん
の
納
め
る

保
険
料
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
︒
納

特
別
徴
収
︵
年
金
か
ら
の
差
し
引

き
︶
が
�

月
︑



月
か
ら
始
ま
る
方

あ
て
仮
徴
収
額
通
知
書
を
�

月
中
に

お
送
り
し
ま
す
︒

な
お
︑
引
き
続
き
年
金
か
ら
差
し

引
き
さ
れ
る
方
の
�

月
と



月
の
保

険
料
は
�

月
と
同
額
に
な
り
ま
す
︒

平
成

年
度
の
保
険
料
額
は

27

�
月
中
旬
に
通
知

今
回
送
付
す
る
通
知
は
︑
前
年
度

等
分
を
合
わ
せ
た
年
間
保
険
料
の
お

お
む
ね



分
の


の
額
を
仮
徴
収
と

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
対
象

の
方
に
は
事
前
に
仮
徴
収
額
決
定
通

知
書
を
お
送
り
し
ま
す
︒

非
自
発
的
失
業
者
の
方
の

保
険
料
を
届
け
出
に
よ
り
軽
減

企
業
の
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
︑

本
人
の
意
思
な
く
失
業
さ
れ
た
国
保

加
入
者
の
保
険
料
の
負
担
軽
減
の
た

め
︑
前
年
の
給
与
所
得
を


�

�

分

の

と
し
て
保
険
料
を
算
定
す
る
軽

30
減
措
置
を
行
い
ま
す
︒

▢人
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
理

由
コ
ー
ド
が
﹁
特
定
受
給
資
格
者
︱

︑

︑

︑

︑

︑

﹂﹁
特
定

11

12

21

22

31

32

理
由
離
職
者
︱

︑

︑

﹂
で
離

23

33

34

職
時
の
年
齢
が

歳
未
満
の
方

65

保
険
料
の
均
等
割
額
の

減
額
基
準
の
変
更

前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
基
準

以
下
の
方
に
対
し
て
︑
保
険
料
の
均

等
割
額
の
�

割
︑
�

割
ま
た
は
�

割

が
減
額
さ
れ
ま
す
︒
平
成

年
度
は

27

減
額
基
準
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
︒

均
等
割
額
減
額
基
準
︑
納
付
方
法
︑

非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
措
置
な
ど

の
詳
細
は
︑
国
保
加
入
世
帯
に
今
月

中
旬
に
お
送
り
す
る
﹁
国
保
だ
よ

り
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

▢問
医
療
保
険
課
収
納
管
理
係

☎

(
	




�

�

)
�

�

�

�

保険料の計算のしかた等

3．上の［2］で算出した額を合計して、年間保険料を算出

＝
年間保険料

（85万円を限度）
年間介護分
（E）

＋
年間支援金分
（D）

＋
年間医療分
（C）

年間保険料

1．年間所得額を算出し、世帯分を合算

加入者全員の（ａ）の合算額＝（Ａ）、40〜64歳の加入者全員の（ａ）の合算額＝（Ｂ）

国保加入者の所得
(収入−必要経費)

＝
年間所得額
（ａ）

−
基礎控除額
33万円

� & � & �

所得割額

� & � & �

均等割額

2．次のそれぞれにつき、保険料を算出

（A）×0.0645 33,900円×
世帯の国保
加入者数

＋
基礎賦課分
（医療分）

年間医療分
(52万円を限度)

（C）＝

（A）×0.0198
後期高齢者
支援金等分

年間支援金分
(17万円を限度)

(D)＝10,800円×
世帯の国保
加入者数

＋

（B）×0.0148介護納付金分
年間介護分
(16万円を限度)

(E)＝14,700円×
世帯の40〜64歳
の国保加入者数

＋
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